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未来特別セッション

「SDGs万博を契機とした関西イノベーションエコシステム」
～変わる関西からの発信～

スタートアップエコシステム拠点都市の選定、また2025年には「大阪
万博」も控え、盛り上がりを見せる関西-
関西にてイノベーション・スタートアップエコシステム構築に尽力する
キーパーソンを招き、パネルディスカッションを開催します。

登壇者
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•1998年に夢展望株式会社を創業し、IP事業、製造業、美健事業など10業態以上の事業転換を
経験したのち、2005年女性ファッションのネット通販事業を開始。2013年には東証マザーズ
への上場を果たし、2015年ライザップグループと資本業務提携をしてグループ入りをする。
2016年7月一般社団法人日本スタートアップ支援協会を設立し、上場経営者にしかわからない
失敗経験を元に起業家支援に取り組んでいる。2019年に上場企業者ら30名をLPとしたエン
ジェルファンドを組成、2020年には大阪大学の招聘教授に就任し大学発ベンチャーの育成に
も力を注ぐ。

一般社団法人 日本スタートアップ支援協会 代表理事

岡 隆宏 氏

元：大阪市経済戦略局理事（公募採用）。イノベーション行政全般に携わる。関西経済同友
会メンター制度、産学連携人材育成プログラム（T-CEP）創設に関与。民間時代は、新規事
業開発や子会社での経営経験、国内外の大学研究機関との連携経験を持つ。現在、Human 
Hub Japan代表。阪急阪神不動産(株)、(社)日本スタートアップ支援協会などの顧問。中小企
業診断士。J-Startup 推薦委員。Forbes(Japan)「88人のローカルイノベータ」（2017年）の
一人に選出された 。

吉川 正晃 氏
株式会社Human Hub Japan 代表 ／

（経産省補助事業）産学融合拠点創出事業「関西イノベーションイニシアチブ」副総括

民間時代の経験から「変化の激しい時は、人は会社に就職するのではなく、産業や街に就職
するようになる」とし「街全体を一つの職場にする運動：HackOsaka」を大阪市時代に提唱
。肩書、組織、国籍を超えた共創環境造りを推進した。大阪市を退職後も、運動継続のため
Human Hub Japanを創設し、全体最適を目指した資源のネットワーク化、組織横断的なコミ
ュニティー造りを推進中。
「関西イノベーションイニシアチブ」は、「大学発ベンチャーを産学官金で連携して支援す
る活動を行う」経産省補助事業。HackOsaka運動の一環として取り組んでいる。

グローバルで戦える、イノベーティブなスタートアップの育成のために、良質なスタート
アップエコシステムを創造します。スタートアップの期待するリソースを提供することで、
優秀なスタートアップが集まり、大企業から必要とされ、社会からも応援される、そのよう
な共存共栄型のプラットフォームを目指します。スタートアップを対象に、アクセラレー
ターとして成⾧のためのリソースを提供し想いや夢をバックアップします。そして新しい産
業を創生し開業率と雇用や税収を増やし、日本の社会や生活をもっとよくします。

Kansai Innovation
Initiative （KSII）
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林 俊武
株式会社三井住友銀行 大阪・関西プロジェクトチーム 部⾧

同行入行後、1999年よりエヌ・アイ・エフベンチャーズ株式会社にてベン
チャー投資業務、2007年に大和証券エスエムビーシー株式会社にてIPO引受審
査業務に従事。2010年同行法人マーケティング部成⾧事業グループ⾧、2018
年同行コーポレート・アドバイザリー本部部⾧（スマートモビリティ担当）、
2020年同行成⾧事業開発部⾧に就任。現在、「成⾧企業といえばSMBC」をス
ローガンに、成⾧企業支援、成⾧事業開発に邁進中。

佐藤 正義
株式会社三井住友銀行 成⾧事業開発部⾧
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同行入行後、調査部で14年にわたって自動車産業を中心に産業アナリストとし
て従事。2010年には新規ビジネス担当の成⾧産業クラスタープロジェクトチー
ムの立ち上げに従事、再生可能エネルギー、スマートコミュニティなどに関与、
コーポレート・アドバイザリー本部で全国の空港民営化と地方活性化、IR（統
合型リゾート）のプロジェクトに従事。マツダ株式会社経営企画本部への出向
を経て、2019年より大阪・関西プロジェクトチームの部⾧として、万博による
関西での新産業創出、関西の活性化を目指す。

「SDGs万博を契機とした関西イノベーションエコシステム」
～変わる関西からの発信～

登壇者

同行入行後、1999年からEC業務部（現トランザクションバンキング営業部）
で15年間、法人向けインターネットバンキングなど決済ソリューション営業に
従事。 2010年EC業務部営業推進第三グループ⾧、2014年法人審査第二部審査
役、2015年公務法人営業第二部次⾧、2017年同副部⾧、2019年公共・金融法
人部（神戸）部⾧に就任。兵庫・神戸の新たな発展に向け、地元自治体と二人
三脚でまちづくりやスタートアップエコシステム形成など地方創生ＰＪに日々
取り組んでいる。

河上 哲也
株式会社三井住友銀行 公共・金融法人部(神戸) 部⾧


